
1.  1.  はじめにはじめに

微弱電流のサンゴの増殖効果については，文献１,2などによって微弱電流によるサンゴの活性効果が報告

 

されている.著者らはサンゴ礁の保全・再生・創造を確実に推進するため,有性生殖と微弱電流を組み合わせ

 

て効率的にサンゴを増殖させる技術開発をねらいとして,種々の現地実験を実施した．本報では，微弱電流

 

が種苗生産効率へ及ぼす影響を検討するために実施したサンゴ生育基盤の構築実験と基盤へのサンゴ着床試

 

験の経過について報告する．
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3.3.

 

電流密度と析出物成分比電流密度と析出物成分比

基盤構築には電流密度のコントロールが重要

サンゴ着生前にカルシウム先行型のレベルまで電流密度を下げることが基盤材構築のポイント．

基盤の構築は，電着開始初期に2,000～3,000mA/㎡程度の強電流で基盤基礎を構築し，サンゴ着生前

 

に段階的に電流を弱めて基盤を構築する．

2.2.

 

微弱電流とサンゴの関係微弱電流とサンゴの関係

浮桟橋設置後4年が経過したサンゴ
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浮桟橋の詳細調査を実施し，通電電流と着生したサンゴの個体数をプロットした．結果，サンゴは電流値

 

の比較的大きい場所を好んで活着している傾向が見られた．浮桟橋の設置時の電流密度を考慮するとサン

 

ゴには，40～100mA/㎡の防食電流程度の値が良いようである．
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サンゴ増殖用電着基盤の構築
The construction of an electrodeposition base for coral increases
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6.  6.  今後の展開今後の展開

①モニタリングを継続し，微弱電流の有用性

 

（予測では生残率が高くなる）を検証していく．

②サンゴ増殖棚のコンセプトの確立する．
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5.  5.  実験経過実験経過（石垣島における結果速報）

4.  4.  増殖基盤製作方法（特許申請中）増殖基盤製作方法（特許申請中）

⑤

②電着促進（3.0～4.0A/㎡)
基盤材の構築

③微弱電流切替

④自然海域で基盤の養生

① ② ③

④

1日目 2日目 3日目

1ｹ月目 2ｹ月目

⑤ﾌﾟﾗﾇﾗ幼生着生

3ｹ月目

①

 

当研究Gが開発した幼生基盤の着生

 

率が従来着生に利用されていた素焼き

 

タイルの基盤より大幅に増大した．

（着生数が（着生数が44～～55倍増大）倍増大）

電流は着生には直接関係がない

 

結果となったが，生残率を高め

 

ている．（2008年の予備実験で

 

も同様の傾向であり，電流の効

 

果が示された．）

着生数（トータル）の変化（2009年度石垣実海域）
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電着網の着生数変化（2008年度石垣実海域）
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